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水がある、当たり前の       毎日を守るために。

令和6年度に
給水した水量は

約1,050万㎥
1日平均にすると

28,792㎥
になります。
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江別市
札幌

給水区域と水道施設の位置

いつでも・安全・良質な
水の供給を原点に、
信頼の水道づくりを進めています。

石狩平野のほぼ中央に位置する江別市は、

豊かな自然環境に恵まれた“水と緑のまち”です。

市街地を貫流する千歳川とその支流の漁川を水源に、

安全で安定的な給水体制を整え、

潤いに満ちた暮らしを支えています。

水道
編
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浄水場では、河川から取り入れた水（原水）をきれいな飲み水にするために、原水の水質に
合わせた浄水処理を行っています。
多くの施設が集中管理のもと、24時間体制で稼働しています。
 

浄水場施設

上江別浄水場のしくみ 上江別浄水場
◉給水開始
◉給水能力
◉水　　源

昭和31年12月1日
23,400㎥／日
千歳川表流水粉末活性炭注入装置

粉末活性炭を注入して、トリ
ハロメタン生成の原因となる
フミン質や水の異臭味のも
ととなる有機物を吸着除去
します。

高速凝集沈殿池
原水中の濁りを凝集剤（硫
酸アルミニウム）を使って沈
殿させます。

消石灰注入装置
水道水のpH値を調整するた
めの装置で、消石灰を使用
すると、配水管の腐食防止
や水の味の向上に効果があ
ります。

次亜塩素酸
ナトリウム注入装置
安全な飲み水にするため塩
素を注入します。

急速ろ過池
砂と砂利を敷きつめたろ過
層に水を通すことで微少な
不純物や濁りを取り除きま
す。

配水ポンプ
きれいになった
水道水を皆さ
まのご家庭に
送ります。

中央管理室

浄水場では、水道水の衛生を確保す
るために塩素を入れて水中の病原微
生物を殺菌しています。
水道法では蛇口から出る水道水中の
残留塩素は0.1mg/L以上を保持する
ことと決められています。
江別市の残留塩素は0.2mg/L以上
1mg/L以下を保持するようにしてお
り、基準値に十分適合しています。

水道水の塩素臭が
時々気になることが
あるけれど、むしろ
これは消毒効果が
残っていることを示
す“安全な水のあか
し”なんですね。

水質計器で連続監視！
浄水場は24時間休ま
ず、水の安全性を2重
3重にもチェックして
るよ。

水道
編

粉末活性炭接触池❷ 高速凝集沈殿池 中間塩素混和池

急速ろ過池

排泥池天日乾燥床 上澄水槽

配水ポンプ 浄水渠

（後塩素）次亜塩素酸ソーダ

消石灰溶液（前アルカリ）

千歳川

川へ

砂

砂利

汚泥処理施設

凝集剤（硫酸アルミニウム） （中間塩素）次亜塩素酸ソーダ

粉末活性炭 過マンガン酸カリウム 消石灰溶液（後アルカリ）

病院 工場

家庭 消火栓

取水ポンプ場

除塵機

排水池

浄水池

粉末活性炭接触池❶



給
水
区
域
と

水
道
施
設
の
位
置

浄
水
場
施
設

水
源
と
水
質
管
理

給
水
装
置

水
道
の
あ
ゆ
み

事
業
運
営
と

財
政
計
画

水
道
料
金
と

下
水
道
使
用
料

水
道
料
金
と

下
水
道
使
用
料

災
害
対
策
と

広
報
活
動

災
害
対
策
と

広
報
活
動

給
水
区
域
と

水
道
施
設
の
位
置

浄
水
場
施
設

水
源
と
水
質
管
理

水
道
の
あ
ゆ
み

事
業
運
営
と

財
政
計
画

水
道
料
金
と

下
水
道
使
用
料

水
道
料
金
と

下
水
道
使
用
料

災
害
対
策
と

広
報
活
動

災
害
対
策
と

広
報
活
動

給
水
装
置

7 8

水道水をご家庭に届けるために、道路に埋設された太い水道本管を配水管といいます。こ
の配水管から分岐して、家庭に引き込まれた給水管・止水栓・水道メータ・水抜き栓・蛇口な
どをまとめて「給水装置」と呼んでいます。

給水装置は皆さまの大切な財産です。給水装置の新設や改造、修理、撤去などを行う費用は皆さまのご負担
になります。

給水装置 給水方式

給水装置の維持管理

水道メータは、水道部が使用水量を計るために皆さまに貸与した給水装置です。水道メータは、計量法に基づ
き8年ごとに新しいものと交換することが義務づけられており、無料で取り替えを行っています。

水道メータの取り替え

水道メータのはたらき

Q ＆ A

取水ポンプ場
水道メータ表示器

浄水場

配水管

給水管 止水栓

給水装置

水抜き栓

給水栓（蛇口）

水道メータ

　立方メートル（㎥）表示します　　リットル（ℓ）表示します　　パイロット（水が流れると動きます）

既存のメータ 本体（メータボックス内） 表示部（壁面取付）

地下式メータ 電子式メータ

a b c

◉漏水警告の表示
24時間連続して水が流
れ続けると、左記の表示
が点滅または点灯します。

AA

A

停電時等の断水対策

配水管

ブースター
ポンプ 揚水

ポンプ

直圧部分や受水槽に給水栓を設置し
ておくと、停電時やポンプ故障時でも
水が使えます。また、発電機を用意して
おくと、停電時でもポンプの運転を行
えます。

受水槽

直結方式 受水槽方式

直結加圧方式 受水槽方式

配水管から送られてきた水道水
を、いったん受水槽でためてからポ
ンプで各戸へ給水する方式です。

主に10階程度までの建物に適用され、配水
管の水圧だけでは不足する圧力を加圧ポン
プで補い給水する方式です。

◉直結加圧方式
一部地域を除き、主に3階程度までの建物に
適用され、配水管の水圧を利用して直接給
水する方式です。

◉直結直圧方式

屋内配管や蛇口に長い間水道水が滞留していたためで、少
しの間水を出しておくと澄んだ水になります。日中いつも赤水
が出る場合は、給水管が古くなったため鉄さびが発生してい
ることが原因ですので、給水管の取り替えが必要です。

Q 朝、蛇口を開けると出る赤い水の原因は何ですか。
給水装置の新設・改造・修理などの水道工事は、市に登録
している「江別市指定給水装置工事事業者」へお申し込みく
ださい。また、家屋解体なとで給水装置を撤去する場合など
も同様です（指定工事事業者以外で
は工事を行えませんので、ご注意く
ださい）。指定工事事業者の一覧は
水道部ホームページで確認できます。

Q 給水装置の工事はどこに頼めばよいのですか。

白濁は水の中に空気が無数の小さな泡となって混じったも
ので、しばらくすると消えますので、そのまま使用しても心配あ
りません。

Q 蛇口から白く濁った水が出ることがあるのですが、安全ですか。

◉問い合わせ先
水道整備課 給排水指導坦当　TEL011-385-4989（直通）
※土曜、日曜、祝日の修理は江別管工事業協同組合
TELO11-384-3556で受け付けています。

❶配水管からの水道水を直接供給できる。
❷受水槽が不要となり、設置スペース、工事費、推持管理費用が節約
　できる。
❸配水管の水圧を最大限利用できることから、受水槽方式に比べ省
　エネルギーとなる。
❹停電時においても、配水管の水圧の範囲までは給水できる。

❶水の貯留をしないため、配水管の断水時には直ちに断水となる。
❷配水管能力を超える、多量の水を使用することができない。

長所

短所

❶受水槽に水を貯留しているため、配水管の断水時にも一定時間給 
　水できる。
❷受水槽に水を貯留しているため、一時的に多くの水を使用すること
　が可能である。

❶受水槽の設置スペース、設置費用、維持管理費用が必要となる。
❷配水管の水圧を利用できないため、ポンプの電気代が直結加圧方
　式に比べて割高である。
❸受水槽の定期的な清掃が必要であり、管理が適正でないと水質低
　下を招いてしまう。
❹停電時には断水となる。

長所

短所

水道
編

指
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c b

a
b

c

a

c

b
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屯田兵の開拓が始まった1878（明治11）
年、村名を江別村と定めた後も、1916（大
正5）年の町制施行、1954（昭和29）年の
市制施行と、江別のまちは大きく発展し続
けてきました。一方、水道が設置されるまで
当時の住民の多くは井戸水を利用していま
したが、水位の低下による水不足問題は
年々深刻化していました。同時に、1953（昭
和28）年に発生した江別大火や、赤痢など
伝染病に対する衛生観念の問題が生じた
ことなどから、上水道の建設を求める声が
高まっていきました。

水道のあゆみ
創設までの道のり

水道事業が創設された1956（昭和31）年以降、伸
び続ける人口とともに増加する水需要に対して江
別市では、さらなる給水体制の充実をはかるため、
適切な拡張・改良工事を進めてきました。 1961
（昭和36）年、計画給水人口を2万人と設定した
「第一期拡張事業」に 着手したことにはじまり、
1964（昭和39）年には道営大麻団地の造成計画
を受けた浄水場の増設工事を中心に「第二期拡張
事業」を開始。さらに高度経済成長期に普及した
水洗化などによる使用水量の急増に対応するた
め、1973（昭和48）年から「第三期拡張事業」に着
手。この事業では水処理や管理過程において近代
的な技術革新がはかられ、1976（昭和51）年には
中央制御システムを導入した「上江別浄水場」が
完成しました。その後、1980（昭和55）年に着手し
た「第四期拡張事業」は、「石狩東部広域水道企業
団」からの受水を柱とするもので、水需要の増加に
対応するとともに、水道事業の効率化が進められ
ました。
 1995（平成7）年には、より安全で良質な水道水
の安定供給を行うため、上江別浄水場に高度浄水
処理方式を導入しました。また、1988（昭和63）年
から整備を進めてきた配水区域のブロック化は、
2009（平成21）年に完成。そして、2009（平成
21）年には水道事業の長期的な方向性を示すもの
として「江別市水道ビジョン」を策定しました。
2013（平成25）年には、西野幌ポンプ場が完成し
運転を開始したことにより、これまで北広島市から
給水を受けていた地区についても 江別市から給
水可能となり、これにより江別市全域が江別市水
道事業の給水区となりました。水道事業は、これま
でも急激な人口増加や市勢の発展に対応し、水道
水の安定供給のため、段階的な拡張事業を実施、
施設整備を計画的に進めてきました。
しかし、人口減少社会の到来、拡張から維持管理
への移行、自然災害による影響や施設の老朽化な
ど上水道を取り巻く社会情勢は変化しています。
このような背景から、効率的かつ安定的な水道事
業運営の指針となるよう、2019（平成31）年に新
たな「江別市上下水道ビジョン」を策定しました。

水道事業の拡張と整備

水源の問題等による事業計画の撤回など
数多くの困難を乗り越え、1956（昭和31）
年5月に着工した創設事業の第一期工事
が半年後に完了。同年12月には創設浄水
場の通水式を行い、翌年3月までに86戸の
給水工事が完了して市街地の水不足は一
気に解消されました。

水道創設 

トロッコによる浄水場堀削工事

完成した浄水場（昭和31年）

水道事業年表
1954（昭和29）年　

1956（昭和31）年

1957（昭和32）年

1961（昭和36）年

1962（昭和37）年

1964（昭和39）年

1965（昭和40）年

1966（昭和41）年

1968（昭和43）年

1970（昭和45）年

1972（昭和47）年

1973（昭和48）年

1974（昭和49）年

1978（昭和53）年

1980（昭和55）年

1981（昭和56）年

1982（昭和57）年

1988（昭和63）年

1993（平成5）年

1995（平成7）年

1998（平成10）年

2005（平成17）年

2008（平成20）年

2009（平成21）年

2012（平成24）年

2013（平成25）年

2015（平成27）年

2016（平成28）年

2019（平成31）年

市制施行、江別市となる

上水道新設工事認可
創設事業上水道新設第一期工事着工
浄水場完成通水

水道法制定

第一期拡張事業着工

第一期拡張事業「上江別浄水場」完成
豊幌簡易水道事業着工
野幌地区に給水開始

第二期拡張事業着工

行政区域内人口に対する普及率50%突破
第二期拡張事業浄水場工事着工

江北簡易水道事業着工

機構改革により水道部（2課7係）新設

検針業務を毎月検針から隔月検針に移行

水道料金の口座振替制度導入

第三期拡張事業着手

石狩東部広域水道企業団設立

隔月検針から4か月検針に移行
水道広報特集号「水とくらし」創刊

漁川ダム完工式
第四期拡張事業着手

石狩東部広域水道企業団から受水開始
水道広報特集号「水とくらし」を「水鏡」に
リニューアル

水道庁舎オープン

配水区域のブロック化事業スタート

（財）江別市水道サービス公社業務開始

浄水場の高度浄水処理施設完成

水道料金・下水道使用料の
コンビニ支払開始

上江別浄水場運転管理業務を委託

（財）江別市水道サービス公社解散

配水区域のブロック化完成
江別市水道ビジョン策定

基幹管路等耐震化事業開始

西野幌ポンプ場完成
江別市全域が江別市水道事業の
給水区域となる

営業センター水道料金等収納業務を委託
4か月検針から隔月検針に移行
江別市水道部と札幌市水道局の
連携協定に関する基本協定締結

千歳川浄水場系受水開始

江別市上下水道ビジョン策定

水道
編
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事業運営と財政計画

予算・決算の内容はこちらから 

予算・決算上水・下水の1㎥当たり原価（令和6年度決算数値）

江別市の水道事業と下水道事業は、「地方公営企業」として独立採算制のもとで、事業運
営に必要な経費のほとんどを水道料金や下水道使用料でまかなっています。また、効率的
な安定経営のため、2019（平成31）年度から10年間を計画期間とする「江別市上下水道ビ
ジョン」に基づいて事業を運営しています。
財政状況は一段と厳しくなると予想していますが、今後も効果的な事業選択や経費の節減
などにより経営の効率化を図り、健全な事業運営に努めていきます。

水道水1㎥をつくる費用

汚水1㎥を処理する費用

施設の維持管理や
サービス業務に
要する費用
90円（43.7%）

減価償却費
87円（42.2%）

借入金の利息
2円（1.0%）

職員給与費
27円（13.1%）

原価
206円

施設の維持管理や
サービス業務に
要する費用
69円（61.1%）

減価償却費
31円（27.4%）

借入金の利息
3円（2.7%）

職員給与費
10円（8.8%）

原価
113円

水道庁舎（JR江別駅前）

水道水1㎥を
つくる原価は

206円
汚水1㎥を
処理する原価は

113円
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水道料金と下水道使用料
水道・下水道事業は、皆さまからいただく水道料金と下水道使用料で運営しています。料金
については、施設の維持管理や動力（電気）・薬品などの経費、老朽化した施設の更新経
費、人件費、借入金の利息などをもとに適正な原価計算を行い決定しています。
江別市では、引き続き経費の節減につとめ、事業運営の効率化、健全化を進めていきます。

一般家庭の水道料金・下水道使用料は、それぞれの基本料金と、使用水量・汚水排出量に応じた*逓増料金の
合計額に、消費税相当額を加算して計算します。
*逓増（ていぞう）料金 :使用した水量が多いほど料金単価が高くなる方式で設定された料金のこと。

料金については、検針時の使用水量を検針間の月数（通常2か月）で割り、その水量により算出された月ごとの
料金合計額を請求します。

料金の計算方法

漏水は、見た目はわずかでもそのままにしておくと水量がかさみ、思わぬ高額の上下水道料金を負担すること
になります。早めに発見して、修理することが大切です。

漏水はすぐに修理しましょう
水道料金
= （基本料金 + 使用水量に応じて決まる逓増料金） + 消費税相当額 

下水道使用料
= （基本料金 + 汚水排出量に応じて決まる逓増料金） + 消費税相当額 

※水道料金・下水道使用料合計
※1か月分あたり（税込み）
※家事用口径20mm使用水量10㎥
※令和8年3月1日現在

35市平均

3,985円
江別市

2,695円

◉道内35市の水道料金・
　下水道使用料比較

◉漏水を放置すると

◉漏水を1か月間放置した場合の水量と料金（参考）

漏水個所 漏れの状態 漏水量（㎥） 上下水道料金

蛇口

水洗トイレ（洋式）

約32㎥

約20㎥

9,444円

5,400円

糸状
（3ミリぐらい）

便器の前部から1か所、
箸の先程度の水が流れているとき

使った水の量は水道メータで計測され、その量に基づき水道料金・下水道使用料が計算されます。江別市の
メータ検針は2か月ごとに行 っており、２か月分の料金をまとめて請求しています。

メータ検針と料金の請求

◉水道料金・下水道使用料（家事用 抜粋）

逓増料金（1㎥につき）基本料金

※上記の表で計算した額に消費税相当額が加算されます。

8㎥まで 20㎥まで 20㎥超過

水道

下水道

1,050円 185円 199円

810円 110円 138円

◉料金例（２か月分・消費税込）

水量 水道料金 下水道使用料 合計

※水道料金が家事用、下水道使用料が一般用の場合

2,310円 1,782円 4,092円0～16㎥

2,513円 1,903円 4,416円17㎥

5,159円 3,476円 8,635円30㎥

7,194円 4,686円 11,880円40㎥

※上記金額に消費税相当額が加算されます。
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給水室バルブ室

配水管

異常を感知すると
バルブが閉まります。

普段は新鮮な水道水が流れています。

水道水をポンプで
汲み上げます。

断水時には
給水拠点に
なるね。

◉緊急貯水槽の設置場所と容量（2ページ参照）

応急給水所
予定位置
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災害対策と広報活動
将来にわたり、水道・下水道を安全に安心して使用していくには、長期的な視点に立った計
画的な施策が求められています。江別市では、老朽化した施設の更新や改良のほか、地震や
集中豪雨などの災害対策も推進し、 安定的に使用できる体制の維持・強化を図っています。
皆さまにこれら上下水道事業 の取り組みを理解してもらい、より確かな信頼関係を築いてい
けるよう、広報活動にも意欲的に取り組んでいます。

災害時においても大切な飲み水を確保できるよう、江別市では、避難場所となる公園や学校の敷地内など市
内6か所に緊急貯水槽を設置しています。これによって地震などで配水管が破損したときは、貯水槽と配水管
をつなぐバルブが自動的に遮断され、緊急時の飲料水が確保されます。また、平常時には配水管として新鮮な
水道水が流れていますが、断水対応や火災
時の防火用水としても活用することができ
ます。
また、市内2か所に災害時給水栓を設置し
ており、 非常時の応急給水に活用すること
ができます。

災害に強い水道・下水道の実現をめざして

◉緊急貯水槽・災害時給水栓の整備

災害時の飲料水確保を
目的に設置された緊急
貯水槽は、耐震性にすぐ
れたダクタイル鋳鉄製
で、人間の生命維持に必
要といわれる1日3ℓの水
を3日間約38,500人の
市民へ応急給水すること
ができるんだよ。

Q ＆ A

◉1人1日3ℓを目安に、3日分の飲料水を備蓄しましょう。なお、水道水は清潔なふたのできる容器に口元いっぱいまで入れて
　冷蔵庫など日の当たらない涼しい所で保管すると、3日程度は飲料水として使えます。3日を過ぎたら掃除や洗濯などに使っ
　てください（浄水器の水は塩素による消毒効果がないため、毎日くみ替えを）。
◉お風呂の残り湯を捨てずにためておくと生活用水としてトイレなどに使えます（お子さんの転落防止のため、お風呂のふたは
　閉めておきましょう）。
◉水を運ぶ容器（ふたができるポリタンクやペットボトルなど）を準備しておきましょう。水は重いので、容器を運ぶリュック
　やキャリーバッグなどがあると便利です。
◉ポリタンクがないときは、段ボール箱の中にポリ袋をかぶせ、布テープなどで補強することで簡易のタンクとして使えます。
◉災害時は防災用備品の購入が困難になります。普段から準備しておくと安心です。

Q 家庭でできる災害の備えとは?
主な広報・啓発活動
施設見学会 浄水場と浄化センターの見学を随時受付しています。

広報えべつ 各種事業や事務手続などのお知らせや悪質業者に対する注意喚起など、定例的記事についてはその都度、掲載しています。

水鏡 毎年度の予算決算状況のほか、水道・下水道事業のトピックスについて広報えべつの中に水道・下水道特集「水鏡」を年に2回
（6月・12月）掲載しています。

江別市ホームページ 給水申し込みや各種の届出方法のほか、各課の事業内容も併せて紹介しています。

給水訓練 災害や緊急時に備えて、緊急貯水槽や災害時給水栓を使用した自治会参加型の 応急給水訓練を実施するとともに、
断水の備えとして啓発を行っています。

大麻東公園

大麻東町35

50㎥

若草公園

野幌町6

50㎥

◉災害時給水栓
上江別小学校敷地内

ゆめみ野南町9-3

西地区センター敷地内

大麻沢町26-2

とちのき公園

野幌若葉町32

50㎥

飛烏山公園

緑町西2丁目11

50㎥

江別太小学校敷地内

朝日町25

50㎥

対雁小学校敷地内

見晴台17-1

100㎥

もしものときの
ために普段から
準備しましょう。

地震等の災害時における飲料水の確保のため、緊急貯
水槽のほか、市内2か所の配水池にも緊急遮断弁を設置
しています。

水道・下水道事業を運営していくためには、市民の皆さまに事業の果たす役割や財政状況とともに、その置かれている
社会環境についても正しく認識していただくことが必要です。江別市では、水道・下水道について理解や関心を高めて
いただけるよう、次のような広報啓発活動を行っています。

◉配水池への緊急遮断弁の設置

◉災害復旧体制

地震災害や事故による濁水、水圧低下の被害を
最小限に抑えるため、市内給水区域を83のブ
ロックに分割しています。これにより被害区域が
限定され、迅速な復旧を行うことができます。
また、平常時は、ブロックごとの配水量を管理す
ることで、水の使用状況把握や漏水の早期発見にも役立っています。

◉配水区域のブロック化

アスファルト道路や無落雪屋根住宅が増加していることから、宅地から流れ出
る雨水や雪解け水が近年大量化する傾向が見られます。このため大雨になる
と、低地では道路冠水や車庫への浸水など、いわゆる「都市型浸水被害」が発
生しやすくなっています。江別市では、汚水と雨水を同じ管で流す合流式下水
道区域に雨水排水能力を高める合流改善事業（雨水）を実施し、一時的に雨
水を貯めることができる貯留管（内径3m×長さ927m、貯留能力6,300㎥）を布設しています（26ページ参照）。
また石狩川に放流される汚濁分をできるだけ少なくするために、合流式下水道雨天時水質基準に基づき、合流改善事
業（水質改善）を実施し、2010（平成22）年度に完了しました。

◉合流改善事業

常時・非常時を問わず安定した給水は重要な課題です。
赤水の発生や漏水の防止および耐震化のため、老朽管
の更新に合わせ、耐震管に取り替える工事を計画的に
実施しています。

◉老朽配水管の更新工事

大麻低区配水池

大麻高区配水池

文京台緑町

西野幌

2,200㎥

2,500㎥

濁水影響範囲

配水本管

小ブロック配水管網

浄水場
配水
ポンプ

注入点

仕切弁
（閉止）

市民に親しまれ、信頼される水道・下水道をめざして

被害状況の把握と迅速な復旧をはかるために、上下水道施設の地下埋設データや図面等をコンピューターで一元管
理（マッピングシステム）するほか、非常時にすばやく対処できるよう被災時の人員配置や情報収集、応急給水などの
手法を定めた「地震災害対応マニュアル」を作成しています。さらに江別市では、江別管工事業協同組合や各市町村、
日本水道協会北海道地方支部会員、北海道下水道災害対策会議構成団体との連携を推し進めるほか、民間企業と下
水道施設の復旧に関する協定を締結するなどして、関連する分野との協力体制を強化しています。



水
道
料
金
と

下
水
道
使
用
料

水
道
料
金
と

下
水
道
使
用
料

災
害
対
策
と

広
報
活
動

災
害
対
策
と

広
報
活
動

処
理
区
域
と

下
水
道
施
設
の
位
置

循
環
型
社
会
と

下
水
道

排
水
設
備
と

下
水
道
の
普
及

水
道
料
金
と

下
水
道
使
用
料

水
道
料
金
と

下
水
道
使
用
料

災
害
対
策
と

広
報
活
動

災
害
対
策
と

広
報
活
動

処
理
場
施
設

処
理
区
域
と

下
水
道
施
設
の
位
置

循
環
型
社
会
と

下
水
道

排
水
設
備
と

下
水
道
の
普
及

処
理
場
施
設

下
水
道
の
あ
ゆ
み

事
業
運
営
と

財
政
計
画

事
業
運
営
と

財
政
計
画

下
水
道
の
あ
ゆ
み

17 18

下水道のあゆみ

快適な暮らしの基礎となる下水道の普及をめざし、江別市
が事業を開始したのは1964（昭和39）年のことです。道営大
麻団地開発事業の実施にともない下水道を分流式で設置す
る計画が認可されたのに続き、1966（昭和41）年には、江別
市として初めてとなる公共下水道事業に着手。創設事業とし
て、予定処理区域面積を江別地区220haと定めた合流式の
管きょ整備を実施しました。

江別市では、2011（平成23）年に、下水道事業の
長期的な方向性を示すものとして「江別市下水
道ビジョン」を策定し、下水道事業を進めてきまし
た。しかし近年では、人口減少社会の到来、自然
災害による影響や施設の老朽化など下水道を取
り巻く社会情勢は変化しています。このような背
景から、効率的かつ安定的な下水道事業運営の
指針となるよう、2019（平成31）年に新たな「江
別市上下水道ビジョン」を策定しました。

下水道創設

1950（昭和30）年代半ばから1970（昭和40）年代後半の高度経済成長による生活水準の向上や、都市におけ
る人口集中化が進む中、札幌市に隣接する江別市も急速な勢いで発展を続けました。同時に、下水処理区域の
拡大にともなって処理量も年々増加したことから、これに対応するため関連施設の早期完成を含む広範な下水
道事業を進める必要が生じてきました。1973（昭和48）年に運転を開始した江別終末処理場（現・浄化セン
ター）は、放流先の石狩川が水質環境基準水域に指定されたのを受けて、河川汚濁問題の早期解決のため 建
設されました。1976（昭和51）年に着工した野幌町区域の雨水幹線事業は、“施工時に与える付近住民への振
動や騒音の影響を考慮し、なおかつ道路交通の確保を”という観点から、北海道で初めてシールド工法を採用し
た画期的な工事となりました。さらに1984（昭和59）年、江別市がアメニティ下水道のモデル都市指定を受けた
ことを機にただちに基本調査を実施した後、江別駅前地区にて
建設 を始めた流雪溝は1990（平成2）年に完成、翌年1月に通水
式を行いました。その後も江別市では、数次にわたる計画を策定
しながらさ まざまな整備・改良事業を進め、処理区域面積も創
設当初のおよそ11倍に当たる2,435ha（2017年度）にまで拡大
し、下水道は、都市における必要不可欠な社会基盤となってい
ます。

下水道事業の整備

家庭や工場からの排水を処理して放流するだけではなく、都市型浸水被害の防除や循環
型社会の構築など、下水道事業にはさまざまな役割が求められています。1964（昭和39）
年に認可を受け事業をスタートさせた江別市では、これからもより一層効率的で計画的な
下水道の維持管理を行っていくとともに、さらなるサービスの向上や健全経営の推進につ
とめていきます。

下水道
編

堀進機／大麻4号幹線（内径2.8m）大麻元町

推進管／大麻4号幹線（内径2.8m）大麻元町

下水道事業年表
1954（昭和29）年
1958（昭和33）年
1964（昭和39）年
1965（昭和40）年
1966（昭和41）年
1967（昭和42）年
1969（昭和44）年
1970（昭和45）年
1971（昭和46）年

1973（昭和48）年

1976（昭和51）年
1977（昭和52）年
1978（昭和53）年
1979（昭和54）年
1983（昭和58）年
1984（昭和59）年

1985（昭和6O）年
1987（昭和62）年
1989（平成元）年
1990（平成2）年

1992（平成4）年
1993（平成5）年

1995（平成7）年

1996（平成8）年
1997（平成9）年
1998（平成10）年

2001（平成13）年
2002（平我14）年
2004（平成16）年

2008（平成20）年

2009（平成21）年
2010（平成22）年
2011（平成23）年
2012（平成24）年
2015（平成27）年 

2017（平成29）年

2019（平成31）年

市制施行、江別市となる
下水道法制定
道営大麻団地の造成にともない事業認可を受ける
大麻下水処理場供用開始
受益者負担区設定（第一負担区 220ha）
江別市公共下水道条例制定
緑町ポンプ場建設工事着工（昭和46年2月雨水供用開始）
江別市都市計画下水道事業受益者負担に関する条例制定
江別終末処理場建設工事着工
受益者負担区設定（第二負担区 229ha）
江別終末処理場供用開始
江別市水洗便所改造資金貸付条例制定
道内初のシールド工事着工
受益者負担区設定（第三負担区 372.72ha）
江別太中継ポンプ場建設工事着工（昭和56年4月供用開始）
大麻中継ポンプ場建設工事着工（昭和55年4月供用開始）
東西野幌中継ポンプ場建設工事着工（同年11月供用開始）
下水道事業に地方公営企業法適用
受益者負担区設定（第四負担区 597ha）
南幌町の汚水受け入れ開始
アメニティ下水道工事着工
受益者負担区設定（第五負担区 554.48ha）
文京台中継ポンプ所、西野幌中継ポンプ所供用開始
アメニティ下水道供用開始
江別終末処理場を江別浄化センターに名称変更
早苗別第一中継ポンプ所供用開始
大麻第二中継ポンプ所供用開始
豊幌地区整備開始
受益者負担区設定（第六負担区 371.8ha）
受益者負担区設定（第七負担区 308.42ha）
工栄町（第一工業団地）汚水整備開始
江別地区合流改善事業（雨水貯留管・増強管）施工開始
浄化センター汚泥洗浄槽（新設系）供用開始
水道料金・下水道使用料のコンビニ支払開始
消化ガスコージェネレーション設備完成
合流改善（雨水）貯留管供用開始
浄化センター新設2系水処理施設供用開始
江別地区合流式下水道緊急改善（水質改善）事業計画策定
江別市公共下水道事業再評価
受益者負担区設定（第八負担区 50.3ha）
江別浄化センター運転維持管理業務を委託　
江別地区合流式下水道緊急改善（水質改善）事業完了
江別市下水道ビジョン策定
管路施設改築更新に向けたテレビカメラ等による調査開始
営業センター水道料金等収納業務を委託
大麻地区の汚水管改築更新を開始
業務継続計画（地震編）策定
江別市上下水道ビジョン策定

最初に下水道が整備された大麻地区や江別駅前
地区の下水道管は建設後50年を経過しており、
管の劣化が懸念されます。そのため、2012（平成
24）年からテレビカメラ等による管内調査を実施
しています。
2017（平成29）年度から、管内調査結果を基に大
麻地区の老朽化した汚水管の管更生工事や布設
替工事を進めています。
老朽化した管は年々増加し、対策が必要となる管
の延長も増加するため、今後も計画的に老朽化対
策を実施していきます。

下水道管の老朽化対策

管更生前／汚水管（内径200㎜）大麻西町

管更生後／汚水管（内径200㎜）大麻西町
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循環型社会と下水道

およそ14億km³という膨大な水に覆われて
いる地球は青く輝く「水の星」です。しかし、
地球上の水のほとんどが海水で、残る淡水
もほとんどが南極や北極の氷山であるた
め、わたしたちが実際に利用できる水は地
球全体のごくわずかといわれています。つま
り「水は限りある資源」なのです。一方、水は
雨となって地上に降り注いだのち河川や海
へと流れ込み、海の水は蒸発して雲となり再び雨を降らせます。こうして繰り返される地球上の「水循環」の過
程で、下水道はたいへん重要な役割を担っています。限られた水資源を維持するために、浄化センターでは毎
日、生活や産業から出される汚水をきれいな水に生まれ変わらせてから川に放流し、大切な自然環境の保全
に取り組んでいます。

水の循環と下水道

年々深刻化する環境問題を前に、かけがえのない地球環境をいかに保全していくかがたい
へん重要な課題となっています。江別市では、循環型社会を構築していくために下水自体も
貴重な資源であると考え、リサイクル事業やエネルギーの有効活用など、さまざまな環境対
策に取り組んでいます。

下水道
編

蒸発

工場

地下水

千歳川石狩川

浄水場

浄化センター 雑用水

放流

川や海を汚す原因の中で最も多いのが家庭からの生活排水だといわ
れています。自然環境を守ることの基本は、わたしたち一人ひとりが で
きるだけ水を汚さないことです。油やゴミなどを直接流して下水管を不
用意につまらせたりしないよう、正しく大切に使いましょう。

環境を守るための、正しい下水道の使い方

トイレ台　所

浴室・洗面所 側溝や雨水ます
流さないで！捨てないで！

・マスク
・不織布
・紙オムツ
・生理用品
・ティッシュペーパーなど

・タバコ
・枯葉
・ガソリン
・重金属類など

・髪の毛など

・油
・野菜くずなど

20杯

4杯

4.7杯

浴槽1杯
300ℓとして

「生活排水読本」環境省

天ぷら油（使用済）
20mℓ

米のとぎの汁（1回目）
500mℓ

味噌汁 お椀1杯
180mℓ

◉台所で学ぶ環境学
汚れのもとを家庭から流したとき、水をきれ
いな状態に戻すためには、これだけの水量を
必要とします。

「消化ガスコージェネレーションシステム」とは、下水汚泥処理
過程で発生する消化ガスを燃料としてエンジンを動かし電気
をつくり、発電時に生じる排熱を利用して暖房等を同時に行う
効率的なエネルギーシステムです。江別市では、浄化センター
内に同システムを採用した設備を建設し、2001（平成13）年4
月から稼働しています。
この発電設備は、2004（平成16)年10月にグリーン電力認証機構から「グリーン電力発電」の認証を受けま
した。
このシステムを導入したことにより、浄化センターでの年間電気使用量の4分の1程度をまかなうことができ、
維持管理費の節減ができたうえ、地球温暖化の原因となっている温室効果ガス（炭酸ガス等）の発生を抑制
することができました。

エネルギーの有効利用

◉消化ガスコージェネレーションシステム

下水は浄化センターにおいて処理され、その過程で生じる下
水汚泥は水分を除去して加工されたのち、肥料として市内の
緑農地等に還元され、100％が再利用されています。なお、こ
の肥料は農林水産省から「普通肥料」としての認可を受けて
います。

下水汚泥のリサイクル

◉肥料への再生

暖　房

温
水

汚泥消化槽

発電機

冷却水熱交換器

消化ガスエンジン

排ガス
ボイラー

蒸気
ボイラー

蒸　気

発　電

消化ガス

加湿
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排水設備と下水道の普及

排水設備の設置と維持管理

台所やトイレ、風呂場など、家庭からの汚水を下水道に流すため、敷地内に設置された排水
管や私設汚水ますなどのことを「排水設備」といいます。個人の財産である排水設備の設置
や維持管理については、所有者の負担で行っていただくことになっています。
現在、ほとんどの江別市民が下水道を利用できるようになっています。

下水道
編 江別市の下水道普及率は約98%です。下水道が整備

された区域では、台所や浴室、洗面所などの生活排水
を下水道に接続する必要があり、くみ取り式や浄化槽
のトイレは水洗トイレに改造していただくことになって
います。

下水道の普及状況について

下水道は、わたしたちが衛生的で快適な暮らしを送るための重要な施設です。下水道が整備されることで地
域の利便性が大きく向上し、生活環境の改善がはかられます。しかし下水道を建設するには多くの費用を必
要とするため、その財源は国からの補助金や企業債などでまかなうほか、下水道施設の整備によって利益を
受ける皆さまからの負担金を財源の一部に充当しながら建設事業を進めています。

下水道事業受益者負担金について

江別市のデザインマンホールは、市の木ナナカマドをはじめ、石狩川や
野幌森林公園、れんがなど、まちの代表的な景観をあしらっています。
カードの表面には、実際に設置されているデザインマンホールの写真や
その位置情報等があり、裏面にはデザインの由来等が書かれていて、位
置座標から写真のマンホールを見つけたり、カードをコレクションしたり
して楽しむことができます。

江別市のデザインマンホールとマンホールカード

放流

分流式合流式

排水設備 排水設備

浄化センター

私設汚水ます 私設汚水ます

公共汚水ます

公共汚水ます

公共雨水ます（設置されていない場所もあります）

合流管

雨水ます 雨水ます

雨水管 汚水管

融雪槽 融雪槽

ルーフドレン

緑町ポンプ場

汚水と雨水を同じ下水管で集め、浄化センターで
きれいにしてから、河川へ放流します。

汚水と雨水を別々の下水管で集め、汚水は浄化センターで
きれいにしてから河川へ放流、雨水は直接河川へ放流します。

Q ＆ A

分流式地区では、無落雪屋根や融雪槽の排水管を公共汚水ますには接続できません。誤って雨水を公共汚水ますにつなぐと、雨が降
るたびに汚水管がいっぱいになってしまい、台所やトイレの水が流れにくくなったり、マンホールからあふれ出たりする事故の原因となり
ます。また違法接続した場合は工事のやり直しとなり、あとで思わぬ出費となりますので、分流式地区で排水設備を設置するときは、事
前に接続方法を確認してください。

問い合わせ先 下水道施設課維持管理係 TELO11-385-4988（直通）

Q 屋根をスノーダクト方式に変えたのですが、雨水を下水道管につないで流してもよいですか。

A

下水道普及率
江別市は
約98％ （R6）

全道平均は
約92％ （R6）

全国平均は
約80％ （R6）

◉水洗化工事の手順

※工事の期間は3日程度ですが、トイレは1日で使用できます。
　水回りの修繕や改造に関する相談は、最寄りの指定工事事業者か水道部へ。

工事契約 排水設備工事 給水装置工事 工事完了
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処理場施設
処理場には、汚水をきれいな水に処理する施設と、そこで発生する汚泥を処理して再利用
する汚泥処理施設があります。2つの機能を備えた江別浄化センターでは、家庭や工場から
排出された汚水を再びきれいな水に生まれ変わらせたのち、石狩川へ放流しています。

下水道
編

江別浄化センターのしくみ

沈砂池
下水の中に含まれている大
きなゴミや土砂を取り除きま
す。

反応槽
微生物の入った活性汚泥を
下水に混ぜて空気を吹き込
むタンクです。汚れを食べて
繁殖する微生物のはたらき
で、汚水が分解されてきれい
になります。

微生物
汚水をきれいにするため、反
応槽内で活躍する微生物
（ボルティセラ、35～150μ
m）です。

最終沈殿池
反応槽で増殖した活性汚泥
を底に沈め、きれいになった
うわ水を滅菌処理してから
河川に流します。沈んだ泥は
汚泥処理施設へ送られま
す。

加圧脱水機
圧力を加え、泥の水分を取り
除きます（これを脱水ケーキ
と呼びます）。

江別浄化センター

最初沈殿池
最終沈殿池

反応槽

汚泥処理施設

滅菌施設ポンプ室沈砂池

石狩川

塩素

加圧脱水機

マンホール

私設汚水ます

公共汚水ます

雨水ます

消化槽
消化ガス

コージェネレーション

空気

微生物

1日平均約50,000m³にものぼる汚水を処理して
います。

中央管理室
浄化センターやポンプ場の集中管理を行っています。

水質試験室
処理された水が法令に定められた基準をクリアして
いるか確認します。

川へ放流する前に、浄
化センターで処理され
た水が法令に定められ
た基準をクリアしている
かどうか、「水質試験
室」で厳しくチェックし
ているんだよ。
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東西野幌中継ポンプ場

緑町ポンプ場

貯留管

札幌市

当別町 新篠津村

北広島市

分流区域
合流区域

公共下水道処理区域

江別浄化センター

江別太中継ポンプ場

大麻中継ポンプ場

南幌町

国道
275号

野幌森林公園

RTNパーク野幌総合
運動公園

江別駅

高砂駅

江別市役所
江別市
水道部
江別市
水道部

野幌駅

石狩川

江別西IC

国道
12
号

大麻駅

江別東IC

千
歳
川

岩見沢市

JR函館本線

道央
自動
車道

夕張川

下水道
編
生活環境を支え、地球    環境を守るために
下水道の総合対策に取り組んでいます。

処理区域内人口

114,863人
普及率

97.7%

水洗化人口

114,341人
下水道使用量

10,695,745㎥
水洗化普及率

99.5%
マンホール数

18,701か所
管きょ延長

870,069m
ポンプ場（所）

26か所

1日平均処理量（下水道使用料分）

29,223㎥

25 26

江別市
札幌

処理区域と下水道施設の位置
生活、産業、自然環境など、

あらゆるところでその役割がクローズアップされる下水道。

地下に埋設された「下水管」から「ポンプ場」を経由して

「浄化センター」へとつながる下水処理システムは、

わたしたちの衛生的で快適な暮らしを支える

市街地の重要な基盤施設として、

毎日休むことなく働き続けています。
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※データは R6年度末時点
（詳細は QRコード参照）

豊幌駅


